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第 17回

全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

日 平成 5年 8月 7日 (土 )～ 8月 8日 (日 )
所 米子産業体育館
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財団法人 日本バドミントン協会
社団法人 全国高等専門学校体育協会
鳥取県バドミントン協会 。米子工業高等専門学校

文部省・鳥取県・鳥取県教育委員会

財団法人 鳥取県体育協会 ,米子市
米子市教育委員会

財団法人 水野スポーツ振興会
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表紙写真説明

島根半島から白砂青松の弓ケ浜半島、

秀峰大山(国立公園)を望む。

※撮影者の紹介

写真家 長尾幹雄氏
(鳥取県西伯郡日吉津村在住)
トピア長尾企画代表者
(有)長尾写真機店社長

主な著書  「国立公園 伯者大山」
「ふるさとの四季 日野川」
「ふるさとの四季 鳥取県」

主な役職 鳥取県写真家協会理事
山陰二科会会員

鳥取県自然観察指導員
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競 技 役 員

競技運営上の注意事項

審判上 の注 意事 項
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競 技 組 合 せ

選 手 名 簿

栄 光 の 記 録
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ごあいさつ

財団法人 日本バドミントン協会

会 長 櫻 内 義 雄

このたび、第17回 日本高等専門学校バ ドミントン選手権大

会が、鳥取県米子市産業体育館で開催されますことは、誠に

ご同慶の至りであります。

ご承知のとおり、近年バ ドミントン競技の進展には目ざま

しいものがあります。高度な技術や体力を競い合ういわゆる競技という面から、更に

は自らの健康や体力を保持増進し、生活を明るくする面からも、青少年はもとより家

庭婦人の間にも広く普及し、国民全て「生涯スポーツ」を、という方策もあり、その

競技人口は増加の一途をたどっております。

本日ここに、全国から選ばれた高等専門学校の選手諸君が覇を競い合うわけであり

ますが、どうか郷土の期待を担い、母校の名誉のために日標を大きく持ち、日頃の鍛

錬成果を十分に発揮し、国際舞台で活躍できる選手を目指して頑張っていただくよう

切望致します。

おわりに、本大会の開催に当たり、準備万端お世話下さいました関係者の皆様に厚

く感謝申し上げ、併せて本大会の成功を心よりお祈り申し上げ挨拶と致します。

V

V
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ごあいさつ

社団法人 全国高等専門学校体育協会

会 長 春 山 志 郎

若さに満ちあふれた選手諸君が結集し、ここ米子市におい

て第17回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会が開催

されますことは、誠に喜びに堪えません。

今日、国民の大多数が心身の健康と楽しみのため、スポー

ツに寄せる関心が一層高まりつつあるとき、この大会をさらに意義あるものとするこ

とは誠に望ましいことと思、います。

スポーツとは、敵に勝つことではなく自分に勝つことであります。まず、敵に勝つ

前に自分に勝たなければなりません。勝敗の数よりも、このような精神を培うことに

また大きな意義が認められるのです。

高等専門学校に学ぶ学生諸君は、これらのことを念頭におき、健全なスポーツ精神

を養うことにより、心身の鍛錬、さらに豊かな人間性を確立されるよう念願します。

選手諸君は、本大会を通じて競技技術の一層の向上を図ることはもちろんのこと、

お互いの友好と親睦を深め、高専生活を一層充実したものとされることを切望します。

本大会の開催に当たりご尽力いただきました日本バドミントン協会、鳥取県バドミ

ントン協会、米子工業高等専門学校の関係各位に深く感謝申し上げますとともに、ご

後援下さいました文部省、鳥取県、鳥取県教育委員会、鳥取県体育協会、米子市、米

子市教育委員会をはじめ多数の関係団体に衷心より厚く御礼申し上げます。
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歓迎のことば

鳥取県バドミントン協会

会 長 今 村 時 男

第17回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会をここ

米子で盛大に開催されますことは誠に喜びにたえません。

全国の各地で予選を勝ち抜かれ、母校の期待を担って本大

会に出場を果たされた選手、監督の皆さんを心から歓迎いた

します。

この大会の米子での開催は、第 4回 につづき三度目の開催となりますが、前回の開

催時とは大会の内容、開催方法等幾多の変遷を経て盛大になっておりますので、鳥取

県バドミントン協会は開催にあたり万全の協力体制でのぞみ、大会成功の一助になれ

ばと思っています。

大会を盛りあげるのは出場する皆さんです。夏の暑い時期での大会ですが、日頃の

鍛え抜いた体と精神力で練習の成果を遺憾なく発揮され、悔いのない大会となるよう

期待しています。

山陰は風光明媚の地です。競技においても、競技のあい間の観光においても、数多

くの思い出を作ってください。

おわりに、本大会開催にあたりご尽力いただいた関係各位の皆様に心から敬意と感

謝の意を表しまして、歓迎のことばといたします。

V
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歓迎のあいさつ

米子工業高等専門学校

校 長 服 部

このたび日本バドミントン協会および本校が主管となって

開催されます第17回全日本高等専門学校バドミントン選手権

大会に、地区予選を勝ち抜いて見事代表となられた選手諸君、

関係教職員のみなさまをお迎えできますことを心よりうれし

く思います。

この日のために日夜技と力を鍛えてきた選手諸君。どうか精神の成果をあますとこ

ろなく発揮し、地区と母校の栄誉のためにブレーされることを期待します。そして高

専生らしいさわやかな大会になることを望みます。

また、全国から集まった諸君との友情を深め、日本海と大山にかこまれたこの地で

若いエネルギーを燃焼した日々を、青春の一こまとして心にとどめて帰っていただけ

ればまことに幸いであります。

最後に本大会の開催に際し、日本バドミントン協会をはじめ関係諸団体ならびに役

員各位よりたまわりました多大のご後援、ご支援に心から感謝申しあげるとともに、

選手諸君の健闘を祈って歓迎のあいさつとします。

た多
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大 会 日 程

17:00～   代表者会議 (米子産業体育館)
〔会 議〕
8月 6日 (金 )

〔競 技〕
8月 7日 (土 )

8月 8日 (日 )

8:00～

8 :40～

9:00～

9 :40～

競技終了後  閉会式

０
ス
）

Ｏ
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υ
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υ
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０

０

０

０

５

０

受付・練習 (米子産業体育館 )

コー ト整備

開 会 式
競技開始

団体戦

男子個人戦複

女子個人戦複

受付・練習 (米子産業体育館 )

コート整備

競技開始

男子個人戦単

女子個人戦単

▼
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〔開 会 式〕

1。 開式通告

2.開会宣言

3.優勝楯返還・レプリカ授与

4. fiv:Nz

v   5.歓 迎のことば

6.選手宣誓

7.競技上の注意

8.審判上の注意

9.閉式通告

〔閉 会 式〕

1.開式通告

v   2.成 績発表

3.表彰
4.閉会のことば

5。 閉会宣言

6.閉式通告

式  次  第

総務副委員長          青柳  浩
大会副委員長          加藤 博司
(鳥取県バドミントン協会理事長)

前年度団体優勝校        宇部高専代表
大会会長            櫻内 義雄
(日本バドミントン協会会長)

大会実行委員長         服部  信
(米子工業高等専門学校長)

米子市長            森田 隆朝
鳥取県バドミントン協会会長   今村 時男
選手代表            柳田 忠雄
(米子工業高等専門学校バドミントン部主将)

競技委員長           中林 正樹
(鳥取県バドミントン協会)

審判長             岩垣  毅
(鳥取県バドミントン協会)

総務副委員長          青柳  浩

総務副委員長 青柳  浩

大会副委員長

(米子工業高等専門学校学生主事)

杉山 光則

大会実行委員長

(米子工業高等専門学校長)

大会副委員長

総務副委員長

月風音6   イ言

加藤 博司
青柳  浩
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大 会 会 長   側)日 本バ ドミントン協会会長

大会副会長  0全 国高等専門学校体育協会会長

0日本バドミントン協会副会長
ク

ク

鳥取県バドミントン協会会長

(D全国高等専門学校体育協会副会長
ク

雄

　

郎

義

　

志

内

　

山

櫻

　

春

鳥取県バドミントン協会副会長

鳥取県知事

鳥取県教育委員会教育長

(鋤鳥取県体育協会会長

米子市長

米子市教育委員会教育長

0日本バドミントン協会顧間

0日 本バドミントン協会加盟団体長

フランス・ヘンドリックス

河田 賢一  長谷川和夫
玉木 久夫  石黒  豊
山根  怜  竹歳 邦安
田中 平三

ク

生

一
輔

男

格

三

開

清

民

時

　

昭

口

田

貫

村

美

藤

山

戸

綿

今

岐

斉

次

允

次

朝

宏

邑

康

邑

隆

尾

渕

尾

田

岡

西

田

西

森

山

顧 問

▼

V

石渡 俊一
奥田 敬和
沓掛 哲男
柴田 勝治
関谷 勝嗣
永末 英一
林  義朗
山崎武三郎

地崎 昭宇
佐々木洋平

鈴木 辰雄
布引 修二
岩崎 純三
大須田良作

玉手  庸
原 二三雄
長浦 音吉
岡田 尚壮
塩川  甫

岩崎 純三
北口  博
倉田 寛之
嶋崎  均
内藤  健
西村 尚治
森  義朗
渡辺 秀央
清藤 六郎
菅原 周一
板垣 隆房
手塚 勝彦
日野 貞夫
高橋 重夫
大山  茂
吉川 芳男
清水規短男

大永 武二
後藤  淳
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0日本バドミントン協会加盟団体長

鳥取県バ ドミントン協会副理事長

米子市バ ドミントン協会副会長

米子工業高等専門学校競技部

野呂 昭彦
栗木藤四郎

三宅 裕司
藤田 庸右
今村

三

次

雄

敏

信

夫

功

輔

文

尚

晴

弘

治

一
清

鎮

真

安

正

　

健

嘉

繁

敏

　

勝

谷

村

井

田

相

　

谷

城

原

木

城

名

田

神

西

今

石

成

林

西

結

小

八

新

田

柴

石 田

池上

俊成

四島

久間

近藤

松本

柳川

遠井

時男

祥史

任

薫

司

章生

稔

忠

覚治

稔男

武

昌道

誠一

義一

三徳

克彦

滋

三夫

幸一

秀作

毅

章公
回=ノロ」一
忠義

幸雄

参    与   側)日本バ ドミントン協会参与 伊沢

川端

高倉

大会委員長   0日 本バドミントン協会専務理事    村 山 幸 雄

大会実行委員長   米子工業高等専門学校長

大会副委員長 鳥取県バドミントン協会理事長

米子工業高等専門学校学生主事

大 会 委 員   0日 本バドミントン協会理事

郎

市

三

昇

今井  先
小宮 淳宏
官澤 宏之

安倍 淳美
伊藤  一
神沢  暁
小飼 栄一
関根 義雄
千葉 建夫
藤原 和文
清水規短雄

中林

米田

正樹

哲巳

瀬尾 昌玄
矢壁 正樹
谷本 明逸

正治

信

　

司

則

博

光

部

　

藤

山

服

　

加

杉

V

浅岡

池田

江畑

」ヒ

堺

竹林

藤本

加藤

福岡

岡野

岩垣

小谷

田本寸

藤田

池本
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総 務 委 員 長

総務副委員長

総 務 委 員

報 道 委 員

会 場 委 員

救 護 委 員

競 技 委 員 長

競技副委員長

競 技 委 員

放送・進行委員

記録・掲示委員

競 技 役 員

米 子 市 バ ド ミ ン トン協 会 理 事 長

ク     副 理 事 長

ク     事 務 局 長

米 子 工 業 高 等 専 門 学 校 学 生 課 長

米 子 工 業 高 等 専 門 学 校

″

米 子 市 バ ドミン トン協 会 普 及 部 長

理   事

婦 人 部 長

理   事

鳥取 県 バ ドミン トン協 会 競 技 委 員 長

米 子 市 バ ド ミ ン トン協 会 強 化 部 長

米 子 工 業 高 等 専 門 学 校

米 子市 バ ドミ ン トン協 会 理   事

″

　

　

″

▼
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仁

林

石

谷

田

下

下

村

田

下

木

内

木

岡

立

野

部

本

辺

中

出

木

安

松

山

田

安

松

官
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玉
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足

河

建

谷

渡
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志

浩

夫
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照

地

田

谷

宮

中

西

石

新

審  半」 長   鳥取県バ ドミン トン協会審判委員長   岩 垣   毅

副 審 判 長   米 子 市バ ドミ ン トン協 会 審 判 部 長
理   事

審  半1 員   米 子 市 バ ド ミ ン トン協 会 審 半」 員
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全国の若人の活躍を期待する

V

第17回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会
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V

競技運営上の注意事項

1.本大会は、平成 5年度②日本バ ドミントン協会競技規則並びに大会運営規定により実
施致します。

2.選手は試合予定時刻の30分前 (各日とも第 1試合は開始予定時刻の15分前)ま でに会
場に到着しておいてください。

3.競技進行の都合上、試合時刻または試合コー トを変更することがありますので、本部
の放送に注意しておいてください。

4.本部がオーダー用紙の提出あるいは試合開始の放送を行った後、10分経過してもこれ
に従わない場合には、原則として棄権とみなします。

5。 全試合において、試合前に3分間の練習時間を設けます。ただし、コートに到着して

からの時間とします。

6.団体戦は、単・複同時に進行 します。また、準決勝からは 2点先取をもって打ち切り
とします。ただし、複および単 1は必ず試合を終了させます。

7.個人戦が 2試合以上連続する場合は、10分間の休憩をおきます。
8。 試合中はコー ト外に出ないようにしてください。汗拭きのタオル・ラケットなどは所

定位置のカゴの中に入れておいてください。

9.競技区域内には出場選手および監督・マネージャー・コーチ以外は立ち入らないで下
さい。

10.閉会式は競技終了後直ちに行います。

11.所持品は各自の責任において管理してください。

12.会場使用上の注意事項は厳守してください。

審判上の注意事項

審判は、平成 5年度ば)日 本バ ドミントン協会競技規則並びに側1旧本バ ドミントン協会

公認審判員規定によって運営致します。

サービスジヤッジは置きませんが、プレイヤー並びに代表者から要請があれば主審の

判断でつけます。

ファイナルの場合は、 5分間以内のタイムを置きます。

事故等の場合、主審及び審判長協議の上、試合の継続または棄権等の決定をします。

シャトルの飛距離などシャトルの良否については主審が判断します。

汗などでコー トが濡れた場合には、主審に告げてください。線審に処置させます。

２

　

　

３

４

５

６
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会場案内図 (米子産業体育館 )
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体育館使用上の注意

1.当体育館において、学生としてのマナーに十分心掛けてください。

2.練習コートをサブアリーナに設けておりますが、放送に注意を払い、集合に遅れない
ようにしてください。

なお、ロビーにおける練習・空きコートにおける練習は一切禁上します。

3.貴重品、その他の所持品は各自の責任において管理してください。

4.三階の観覧席の選手控え席は地区毎に表示していますので、その席をご利用ください。

5。 体育館ロビーなどは上下足兼用になっていますが、アリーナ、サブアリーナには下足

で入らないでください。また、上靴のままで館外に出ないで下さい。

6。 三階ロビー奥に冷房完備の選手控え室を設けておりますが、放送が入 りませんので、

くれぐれも注意してください。

7.ゴ ミ、空きかんの後始末をお願いします。色分けしたビニール袋を渡しますので、可
燃物、不燃物を分けて、ご利用ください。弁当殻は午後 2時までに受付まで持ってき

てください。

8.着替えは更衣室で行ってください。

9。 喫煙は指定場所以外では厳禁です。

v 10.会 場におけるフラッシュ撮影はご遠慮ください。

-15-
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よりしなやかによ勁 づよく

■■|「

ル フライングシャトノレが古らに:箔:寿′
ハイレベル,日―コスト。確かな機能性を存分に体験してください。
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● 1ダー ス  ¥4,100
日本人トミントン協会第一種横定合格球

世界バトミントン連盟(IBFI公認球

■Ш回画目
●1ダース ¥3.500
日本人ドミントン協会第二種検定合格球

■回回皿□■
●1ダース  ¥3.150
日本′ヽNミントン協会第二魯横定合格球

世界バКミントン連盟(IBF)公認球

●1ダース ¥2.600
練習球

●1ダース ¥2 200
練習球

皿国回回困
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日本バドミントン協会検定合格球
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議E4■′「ソロ。パッズ
｀
バドミントン用」は,バドミントンフ

°
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足を守る 。パドミントンの

特殊な動きに対応・パドミ
ントンシューズに最適合。

バツグンのフィット感・マ

メや水虫を予防・ムレない。

臭わない。汗を即時に蒸発・

優れた保温力。

●カラー :ホワイト,ホワイト×ネービー,ホワイト×レッド
●サイズ :フリー(22.0～ 280センチに適応)
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Ψ

第17回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会
タイム テ ー ブル

ただし、Tは団体戦、MDは男子個人戦複、MSは男子個人戦単、LDは女子個人戦複、
LSは女子個人戦単を示す。

-17-
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

第

日

7

日

9:00 開 会    式

9:40 Tl T2 T3 T4

11:(X) T5 T6 T7 T8

12:20 T9 T10

13:40 T ll

15:00 �圧)1 MD 2 MD 3 �圧)4 �圧)5 MD 6 �圧)7 �圧)8 LD l LD 2 LD 4

15:40 MD 9 4ヽ1)10 �lDll 4ヽ1)12 4ヽD13 LED14 個ヽD15 MI)16

16:20 MI)17 NGD18 MI)19 RCD20 LD 5 LD 6 LD 7 LD 8

17:00 個ヽD21 MD22 LD 9 LD10

17:40 MD23 LDll

第

日

目

8

日

9:00 MS l MS 2 MS 3 MS 4 MS 5 MS 6 MS 7 MS 8

9:40 I」31 LS 2 LS 3 LS 4 LS 5 LS 6 LS 7 LS 8

10:20 MS 9 MS10 MSll 4ヽS12 4ヽS13 4ヽS14 MS15 MS16

11 00 LS 9 LS10 LSll IS12 LS13 LS14 LS15 LS16

11 :40 4ヽS17 4ヽS18 MS19 MS20 LS17 LS18 LS19 LS20

12:20 MS21 MS22 LS21 LS22

13:00 MS23 LS23

14:00 閉 会    式

、口〆

LD 3



員[|‖ 11・IYI‖n‖ II:
IISiEH
ジョイント部は、独自のエアロダイナミック設計。

空気抵抗を減少させて、初速300km/hのス

ピードに対応する振り抜きの良さを実現。

WIll・ |]員 11‖‖III
ST‖IETШI[

11‖ [・ |「lII:[

|]IISil[|‖

フレームサイドには周辺加重構造を搭載。

フルスウィングしても優れた面安定性を実現

し、思い通りのコントロール′性を生み出します。

TI‖「・liEIIT
1111Sil:|‖ |

IAl川‖EI

グリッフ
°
とシャフトは、キャッフ

°

レス・ワンピース設計を採用。

プレーヤーとラケットの一‐体

感がさらに増し、微妙なコント

ロールタッチも思いのまま。軽

い打球感を実現します。

フレームはバランスポイントを

移動してトップライトに設計。驚

くほどシャープな振り抜きとコント

ロール性、そして反発力をアップ。

デイステイニー引コ〔Ⅶ匪 BODⅥ NЁW
RB‐ 2000¥20,αⅨXフレーム価格効バー付)
■素材 ハイモジュラスカーボン、ケブラー、ポロン■重量
グリップサイズ72S′ 4・ 5、 SU● 4・ 5■推奨テンション/22ポ

ンド:■カラー
.メタリックゴールド

※価格は消費税抜きです。

発売元/株式会社ゴーセン 0本社〒540大阪市中央区内淡路町3-1-17● (∞)942う87:的 0東京●(03)386265b的 ●福岡●(092)71る 37的 0金沢●(07能 )9iЮ223陶

The Name of the Game.
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広いスウイ…トスボットのアイソメトリックに

また話題のラケット誕生。バランスを中級者の

スウィングに合わせとても扱い易くなりました。

新形状アイソメトリックは縦横のストリングの長さを

均等に近づけスウィートスポットを上方に飛躍的に拡

げるヨネックス独自の理論。高い打点でシャトルを捉

えスマッシュ、レシープがぐんと安定。更に450で は

中級者のスウィングスピードに合うバランスにした

為軽々と振り抜け、疲れを知らないうれしさです。
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吉  田
(木 更 津)

3
安
(徳

藤
山)

野
川)

5
上

(富

田

山 )

6
泉

(奈  良)

7
早
(岐

遠

東

松
/昔
「ヽF■

川

阜)

藤
京)

9
本す
松)

10
藤
マ ヽ~1~ノ

11

12
[蜘

田)

女子個人戦単 (LS)

L S17

稲

米
田

子 )
13

LSl

LS2

LS9

L S10

L Sll

L S12

L S13

L S14

L S15

L S16

LS5

LS6

LS7

LS8

加  藤
(詫間電波)

岡
(有

音6
明)
14

15

七
■

■
旦

歯
知
■
Д

И
ｔ

L S19

L S20

神 宮 寺
(仙台電波)

16

▼

L S21 L S22

1島

(東

川

京 )

島
川)

オロ
(′1ヽ

山  下
(鳥羽商船 )

17

福

石
18

L S23
ｎ
υ

馬

山

ｎ
ё 20

LS3

LS4

L S18

井
/4-
ノヽヽ

山
/ブ、
,ヽ]ヽ

須  藤
(大島商船)

上

分 )
21

下

良)
22

23

佐

米

澤
佐 世 保)

青

秋
松
(旭

原
川)
24

優

　

勝

二

　

位

〓
一
　

位
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選 手 名 簿

口ヽ/

▼

北海道地区

東 北 地 区

学 校 名 苫小牧工業高等専門学校

監  督 三 河 佳 紀
マネージャー 久 野 幸 也

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

松 尾 勝 司 ○ ①
バヽ
マツ

だ
ｍ
回

雄
鎌

郷
聡 ○ ①

ヽ
‐ノ
バ
』
ヽ

腱
各
「
げ
一

Ｃ
口

¨
井 ○ ②

だ
田
円

か
浅

い
啓 ○

在 爆  権 ○

小 メ11  修 ○ ②

ろ
ニロハ

承
託

だ
口］

』
下 ○ ②

た
田
四

“
藤

瑯
彰 ○

女 子 選 手 名 学  年 単 複

高 橋 千 春 ①

と
一月
”
菫
こ
子

あ す か

明日香 ①

学 校 名 旭 川 工業 高等専 門学校

監  督 遠 藤   岡1

"i'* i{-
女 子 選 手 名 学  年 単 複
』
原
´
松 ゆかり ①

か
佳

ゆ
由

の
野

け
楠 ②

学 校 名 福 島工業高等専門学校

監  督 橋 本 孝

".it* 
),r- 篠 原 孝 典

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

①
や
也

は
展

“
成

“
金 ○

』
一
」
真

わ
川

¨
中 ○

すず  き  なお  と
鈴 木 直 人 ○ ①

“
広

一
日
日

し
村

¨
中 ○

高 橋 大 輔 ○

みず  ぐち  とも  やす
水 口 有 康 ○

高 橋 政 博 ○

お
夫ψ一″ロ

わ
川

¨
稲 ○

学 校 名 仙台電波工業高等専門学校

監  督 伊 藤 正 道

マネージャー

選  手  名
学

年

団
　
体

個人

単 複

』
淳

い
代

て
手 ①

古 橋  健 ①

女 子 選 手 名 学 年 単 複
じんぐう し  なお  こ
神官寺 直 子 ②
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学 校 名 鶴 岡工業 高等専 門学校

監  督 吉 住 圭 市

マネ~ンヤ~

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

じ
司

”
祐べ部

詢
岡 ②

め
藤い伊

』
淳 ②

学 校 名 一関 工業高 等専 門学校

監  督 加 藤 治 雄
マ不
~ン
ヤ
~

女 子 選 手 名 学  年 単 複
おい  かわ  ゆ   き
及 月1 由 紀 ①

み
美

あ
智

き
木
さ
々
さ
佐 ①

学 校 名 八戸 工業高 等専 門学校

監  督 工 藤 隆 男

マネージャー

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

後 村 和 貴 ②

学 校 名 秋 田工業高等専門学校

監  督 田 畑 季 章

マネ~ンヤ~

女 子 選 手 名 学 年 単 複
゛
山 美由紀 ①

関東信越地区

V

▼

学 校 名 長岡工業高等専門学校

監  督 片 桐 裕 則

マネージャー 難 波 行 仁

選  手  名
学

年

団
　
体

個人

単 複

』
原

´
松

郷
輝 ○ ③ ①

綿 貫 順 也 ○

こ  いl,  なお  き
小 池 尚 己 ○

』
弘

げ
和

れ
岸

嗜
山 ○

さ
樹

“
豊
十

た
口山

“
成 ○

大 花
”
龍 ○

」
橋
か
青同 章 ○ ① ①

市 村 雅 弘 ○

学 校 名 長野工業高等専門学校

監  督 松 本 忠 雄

マネージャー

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

青 木 庄 作 ○

宮 尾 直 人 ○ ④
いち  がわ  ひて  かず
市 月1 英 和 ○

中 野 貴 博 ○

¨
光

¨
紀

』
原

”
笠 ○

じ
司

め
公

ダ
水

し
圭
目 ○ ④

綿 貫 竹 史 ○

げ
下

独
宮

鶯

一鋼
円 ○ ④
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学 校 名 東京工業高等専門学校

監  督 阿久沢   昇
マ不
~ン
ヤ
~ 藤 田 陽 子

選  手  名
学

年

団
　
体 単 複

沼 田 貴 之 ②
こん  どう      せい
近 藤   整 ②

泰  史川 ③

つ
口冊
み
美

な
谷

こ
小 ③

女 子 選 手 名 学  年 単 複

遠爆  筆 ② ①

れ
鴨 奈 緒川 ③ ①

学 校 名 木更津工業高等専門学校

監  督 栄   雄
vit* )t* 江 口 茂 之

女 子 選 手 名 学  年 単 複
み
美

ま
真

だ
田

ユ
士
ロ

④ ②

佐 生 道 世 ②

学 校 名 小 山工業高 等専 門学校

監  督 斉 藤 光 司

マネージャー 平 澤 由 佳

女 子 選 手 名 学  年 単 複
そう   ま   う ゆ み
相 馬 亜有美 ①

V

V

東 海 地 区

学 校 名 茨城 工業高 等専 門学校

監  督 長谷川 勇 治
マ不
~ン
ヤ
~ 小 徳 卓 司

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

吉 原   岡1 ②

学 校 名 岐阜工業高等専 門学校

監  督 所   哲 郎
vi'*)t* 岡 田 順 子

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

モハマド ラシド ○ ② ①

② 山 崎 睦 素 ○ ①

“
広

“
守

一
山

澪
杉 ○ ②

し
史

¨
哲

Ｃ
口

嗜
山 ○ ②

¨
彦

“
裕

が
賀

“
有 ○

6 野 文 博 2 ○

女 子 選 手 名 学  年 単 複

こ
子

”
恵

”
川

い
日
十

① ①

」
白
蜀

み
一二

ぷ
綾 ①

学 校 名 鈴 鹿 工業 高等専 門学校

監  督 山 崎 賢 二

マネージャー 今 西 史 雄

選  手  名
学

年

団
　
体

個人

単 複

嵯 峨   岡1

学 校 名 鳥羽商船高等専門学校

監  督 伊 藤 文 雄

vi'-)t* 岡 本 和 也

女 子 選 手 名 学 年 単 複
き
希

ま
真

¨
下

籠
山 ②

-27-
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北 陸 地 区

近 畿 地 区

学 校 名 富 山工 業高等専 門学校

監  督 安 田 賢 生
マ不―ンヤ
~ 厨子丼   恵

選  手  名
学

　

年

団
　
体

個 人

単 複

磯 部 貴 弘 ○ ①

し
士
心

蛯
仁

の
野

一
”伐 ○ ②

腱
豊
十

げ
一

だ
田山

」
西 ○

の
日
パ
』
浩

雌
端

］
堀 ○

き
紀

熟
正

彙
本

わ
坂 ○

た
Ш
山

』
堀

¨
勉 ○

じ
二

い
健

だ
ｍ田

”
塚 ○

”
堺

ひろ  あき

博 明 ○

女 子 選 手 名 学  年 単 複
み
美

ら
智

だ
口
山

ぇ
Ｌ ②

学 校 名 石 川工業 高等専 門学校

監  督 垂 井 洋 蔵

マネージャー

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

ヽ
雄

あ
告
田

お
尾

わ
松 ①
よし  ,ら   かず  た●
吉 村 一 岡1 ①

女 子 選 手 名 学  年 単 複

が
夏

ち
千

」
白
層

ス
福 ① ①

林
辺

な
渡 真由子 ①

学 校 名 金沢工業高等専門学校

監  督 寺 岡 貞
マネージャー

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

角
一
一小 良6 ②

じう  せん  ひろ  ゆき
上 イ山 裕 之 ②

V

学 校 名 奈 良 11業 高等専 門学校

監  督 野々垣   稔
マ不
~ン
ヤ
~ 筒 井 崇 史

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

あん  とう      つよし
安 藤   毅 ○ ① ①
きし  たI=  まさ  のり
岸 谷 征 典 ○ ①

岩 村   `1真 ○

じ
口

た
□
山

¨
圭 ○

“
史

い
岳

し
村

メ
奥 ○

もと  おり  しん  や
本 居 伸 哉 ○

福 家 信 洋 ○ ② ②

山 真  治にI ○ ②

女 子 選 手 名 学 年 単 複

泉   真由美 ① ①

築 城 久美子 ①

こ
子

¨
恵

」
下 ②

-28-
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V

▼

中 国 地 区

四 国 地 区

学 校 名 宇部工 業高等専 門学校

監  督 重 田  賞

"i* ii - 」」 下    緑

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

腱
キ
芋

と
手
↑
“
岡
わ
松 ○ ① ①

い
下

わ
木

』
準 ○

さ   ら  よし  ひさ
吉 良 義 久 ○

なか  もと  ひろ  ゆき
中 本 寛 之 ○

姜
勝

か
エオ‐

け
幡や矢 ○ ②

と
人

¨
憲

た
田

ヽ
生 ○

よし  まつ      あさら
吉 松   明 幕

し
志

“
宏

準
崎

狩
宮 ○ ①

学 校 名 徳 山工業 高等専 門学校

監  督 江 口 賢 和
マ不―ンヤ
~

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

●
樹
げ
誉

¨
中

わ
松 ②

”
介

』
謙

蛯
本

嗜
山 ②

女 子 選 手 名 学  年 単 複
あん  とう   え   み
安 藤 絵 美 ④

学 校 名 大 島 商船 高等専 門学校

監  督 古 本 啓
マネージャー 角   江里子

女 子 選 手 名 学 年 単 複
す  とう  しよう  こ
須 藤 彰 子 ③ ①

ゆき  とも  ひろ   み
行 友 宏 美 ①

学 校 名 高松工業高等専門学校

監  督 由 良   ;稔
マネージャー

選  手  名
学

年

団
　
体

個人

単 複

①
¨
成

＾
智

せ
瀬

崚
糸 ○ ①

じ
二

』
春

だ
回
円

一
生
ス

○ ① ①

a,      しんいちろう
泊   真一郎 ○

演 月1 寛 史 ○

じ
二

』
賢

魔
玉

こ
児 ○

さん  がわ  しんのすけ
寒 り|1 慎之介 ○

〔
上

“
村

最
誠 ○

』
浩

か

本́
■

お
尾

”
長 ○

女 子 選 手 名 学 年 単 複
み
美

“
弘

´
松 ① ①

みデ  lま ら  とし  た
水 原 稔 恵 ①

学 校 名 高知 工業高等専門学校

監  督 下 坂 幸 雄

マネージャー

選  手  名
学

年

団
　
体

個人

単 複

上 野 恵 馬 ② ②
はた  なか  し0う  すい

畠 中 秀 水 ②

学 校 名 詫間電波工業高等専門学校

監  督 山 本 幸一郎
マ不
~ン
ヤ
~

女 子 選 手 名 学 年 単 複
か  とう   あ き こ
加 藤 亜貢子

-29-
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九 州 地 区

学 校 名 有明工業高等専 門学校

監  督 中 島 洋 典

マ不―ンヤ
~ 池 松 理 恵

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

① 牧 嶋 隆 光 ○ ③ ②

』
一

い
健

」
石

な
エエ ○ ③ ①

粥
信

腱
幸

と

戸さ城 ○ ①

”
紀
げ
和

た
口
四

燎
釜 ○ ②

じ
二

い
健

た
山
円

”
中 ○

平 りII   啓 ○

い
孝

か

求́
■

だ
口
］

の
野 ○

吉 冨 貴 司 ○

女 子 選 手 名 学 年 単 複
こ
子

”
裕

べ
部

か
岡 ③

み
美

“
宏

た
田

“
平 ①

宮 木 理 恵 ①

学 校 名 佐世保工業高等専門学校

監   督 小 原   彰
マネージャー 須 田 義 昭

選  手  名
学

年

団
　
体

個人

単 複

① 山 口 貴 嘉 ○

」
十
叩

レ
具

」
本

α
國 ○

だ
ｍ
四

』
本

売
晃 ○

ば
場

ば
馬

出
徹 ○

の  ざき  あき  ひろ
野 崎 昭 宏 ○

′ヽ
νヽ

うえ  ●ら  だい  すけ
上 村 大 輔 ○ ③

岩 永 敏 孝 ○

議
崎

難
山

瑯
学 ○

女 子 選 手 名 学 年 単 複
わ
澤 美由紀 ③ ②

え
恵

れ
朋

だ
田

け
武 ②

V

学 校 名 北九州工業高等専門学校

監  督 白 神  宏
マネ~ンヤ~ 福 田 和 久

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

くまの みどう たI,し

熊埜御堂 武志 ③

アズリ・ビン,シャリフ ③

学 校 名 熊 本 電波 工業 高等学校

監  督 古 江 研 也

".ii-lr- 宮 崎 恵 子

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

た   しり  しん  いち
田 尻 真 一 ②

女 子 選 手 名 学 年 1単 複
し  がき  とも  み
紫 垣 智 美 ①

ヽ ノ

学 校 名 久留米工業高等専門学校

監  督 馬 越 幹 男

マネージャー

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

エディー・スウェイト ①

学 校 名 大分工業高等専門学校

監  督 吉 澤 寛 之

マネージャー

女 子 選 手 名 学 年 単 複
いの  うえ  が な こ
井 上 加奈子 ②
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開 催 校

V

V

学 校 名 米子工業高等専門学校

監  督 藤 田 忠 義
マネージャー 権 田 友 子

選  手  名
学

年

団
　
体

個 人

単 複

まつ  もと  あり   と
松 本 有 人 ○ ○

矢 長   亨 ○

③ 柳 田 忠 雄 ○ ○

じ
治

“
広

た
田

裁
ユ削 ○ ○

長谷川   誠 ○ ○

しよう   し  たい  すけ
昌 司 大 助 ○ ○

柏 木 洋 紀 ○ ○

女 子 選 手 名 学  年 単 複

岩 佐 美 佳 ②

稲 田 真由子 ① ②

さ   とう   く   み
佐 藤 久 美 ②
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栄 光 の 記 録
■―△
ノヽ アヽ 会場 種 目 1   イ立 2   イ立 Ｏ

υ 位

第

回

旭

川

団 体 El 城 長 1司 佐 世 保 911    足

個 人
(複 )

山 本 和 徳
平 間 次 男
(官 城 )

小 林 俊 仁
池   為 弘
(旭 川 )

『可  音6
吉 井
(苫ガ

サ1贋  ―一
正 浩
牧ヽ )

イ国 人
(単 )

小 林 俊 仁
(旭 川)

池   為 弘
(旭 川)

本 間 道 英

(長 岡 )

第

回

宮

城

団 体 宮   城 旭   川 佐 世 保 長   
「

個 人
(複 )

昆 野 良 久
太 田 博 道
(宮 城)

小 野   裕
松 浦   勇
(官 城)

小 山
谷
(福

馨
茂 則
井)

小竹

イ国 人
(単 )

昆 野 良 久
(官 城)

金 山 尚 幸
(高 松 )

小  日」    馨
(福 井 )

小 野   裕
(宮 城)

第

回

福

井

団 体 宮 城 長 岡 福 り+ 旭   サ|
個 人
(複 )

土 田   実
土 田 外志夫
(富 山)

堀 江   定
永 桶 俊 一
(長 岡)

小 野
松 浦
(宮 城 )

裕
勇
大須賀 弘 行
竹 内   実
(官 城 )

イ岡 人
(単 )

大須賀 弘 行
(宮 城)

吐1 本 憲 幸
(旭 川 )

山

局

金 尚 幸

松( )

大久保
(舞

ひとし

鶴)

第

四

回

米

子

団 体 長 岡 米 子 新 居 浜
個 人
(複 )

中 本 泰 司
山 本 明 良
(米 子 )

山 田 和 彦
大須賀 弘 行
(官 城 )

田 沢 寿 一

館  山 健 逸
(八 戸 )

涌  井  正
オ申  E日
(長 岡 )

樹
実

個 人
(単 )

中 本 泰 司
(米 子) )

野

(新居浜

修
居浜)

砂 野

新

,台

(

小竹原
(福

勝 治
井 )

第

五

回

新

居

浜

団 体 新 居 浜 長   岡 米   子
個 人
(複 )

神 田   実
涌 井 正 樹
(長 岡)

3/野_1, 露
、新居浜 )・

…

田 沢 寿 一
館 山 健 逸
(八 戸 )

個 人
(単 )

涌 井 正 樹
(長 岡)

鷲 ||日
(新居浜)

中 本 泰 司
(米 子)

林   浩 ・郎
(長  1司 )

第

ハ

回

」ヒ

ノし

州

団 体 新 居 浜 米
‐
F・ 富    城 石   り|

イ固 人

(複 )
堀萬鰭
司

(新居段)~
浩
充
川 )

之
英

中 野
酒 井
(石

林   浩一郎
岡 村 孝 生
(長 岡)

小 野 隆 則
小 島   克
(1ヒノL州 |`)

4国 人
(単 )

林   浩一郎
(長 岡)

中 本 泰 司

(米 子)
山 本 明 良
(米 子)

蜂 谷   順
(茨 城)

第

七

回

六
,Jヽ

良

団 体 ri    り|| 米 子 =rrF可 矢|」

個 人
(複 )

充
■〒L

川)

英酒 井
中 松
(石

南   康 一
平 沢 則 昭
(福 井 )

孝
岡)

′告
′11

伊 藤
岡 村
(長

刻ヽ

個 人
(単 )

小  1羽  高 博
(I有  矢日)

康
井

南

福( )

吉 見   iE
(茨 城)

山 根 直 樹
(津 山)

第

八

回

東

示

団 体 シif
↑田 島 新 居 浜 長   岡

個 人
(複 )

広 原 洋 司
小 室 勤 三
(茨 城)

坂 井 政 彦
前 田 栄 造
(富 山)

小 田 高 博
北 村   竜
(高 知)

鶴
秋
田 浩
山
(新居浜 )

康
早

個 人
(単 )

小 田 高 博
(高 知)

山 根 直 樹
(津 山)

小 谷 清 史
(米 子)

中 西 英 夫
(東 京 )

第

九

回

苫

′」ヽ

牧

[Л 体 福 島 新 居 浜 旭   川
個 人
(複 )

―ト
ノヽ

田

史
紀
)

場 岳
|~]義
(仙台電波 )岡

海
浩

太 田
阿 部
(鶴

城 戸 吉 己
秋 山   享
(新居浜)

中 西 英 夫
福 田 正 宏
(東 京)

個 人
(単 )

敏里 沢

福

勝
島( )

飯 塚 俊 三

(福 島)
酒 井
(福

謙
島)

秋 山   享
(新居浜)

V
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「 嘉 男
:勝 浩
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▼

V

大会 会場 種 日 1   イ立 2   位 位
う
０

第

十

回

福

島

福 島 新 居 浜 佐 世 多

個 人
(複 )

酒 井 謙 一
黒 沢 勝 敏
(福 島)

飯 塚 俊 三
簿 葉   淳
(福 島)

中 西 英 夫
福 田 正 宏
(東 京 )

田 中 博
山 口
(佐世保 )

幸
誠

イ国 人
(単 )

黒 沢 勝 敏
(福 島)

飯 塚 俊 三

(福 島)
井 手 利 秀
(佐世保 )

渡 邊 清 隆
(佐世保 )

第
|―

回

″ .ゝ
工11

鹿

佐 世 保 茨   城 :工

個 人
(複 )

井 手 利
渡 邊 清
(佐世保 )

秀
隆
西 田 光 宏
谷 本 直 文
(高 知)

簿 葉   淳
福 ΠI 健太郎
(福 島)

個 人
(単 )

井 手 利 秀
(佐世保 )

渡 邊 清 隆
(佐世保)

簿 葉   淳
(福 島)

堀 部 豊 美
(苫小牧 )

第
十

回

津

山

佐 世 保 熊 本 電 波 福   庫

個 人
(複 )

孝 信
健太郎
電波 )

六 嘉
狙

`
(熊本

堀為車些元
(都立工)

辻
木 下
(佐世保)

勉
聡
Zゴ  本寸
渡 邊 清
(佐世保 )

雄
隆

個 人
(単 )

渡 邊 清 隆
(佐世保 )

元 吉 光
(都立工)

細  り|1  不『  之
(奈 良)

田 中 真 二
(宇 部)

第
十

|コ

新

ナ;に|

浜

佐 世 保 熊 本 電 波 福   濠
個 人
(複 )

渡 邊 清 隆
濱 野 達 矢
(佐騰保 )

野 原 嘉 親
作 内 宗 明
(富 山)

オ本     禾」 不ロ
樋  「 1 _1 明
(新居浜 )

若 林 政 昭
槍 原 健 蔵
(神 ,「 市立)

個 人
(単 )

渡 邊 清 隆

(佐世保 )

久 保
(高

正 高
知)

本 木   実
(熊本電波)

斎 騰 賢

(秋 田 )

第
十
‐

四
回

寅姜

本

団 熊 本 電 波 東 りJヽ 福 圧 新 居 汐

個 人
(複 )

中 島 信 頼
坂 巻 五 郎
(東 京)

上 野 敏 弘
本 木   実
(熊本電波 )

高 畑
持 本
(

4姜 :_

思
'、↓′、
イに:

明
幸

l「1
)

高 [:キ   岡!
蔵 本 茂 雄
Oi 川)

個 人
(単 )

中 島 信 頼
(東 京)

実本
(熊本電波)

田 中 史 八
(旭 川 )

高 畑 憲 明

(呉 )

第
十
五
回

ネ申

戸

巨 福   島 川石 旭 り| 宇

男

　

子

個人

(複 )
非+晃
キ

'(薪居会)
田 尻 真
柴 垣 竜
(熊本電波 )

雄
|

松
鎌
尾 勝
「

|

(苫小牧 )

司
聡

個人
(単 )

中 村 ―一 義
(福 島)

蔵 本 茂 雄
(石 川)

田 尻 真
(熊本電波)

安 藤   毅
(奈 良)

個人

(複 )

安 藤 里 美
新 宅 博 子
(奈 良)

小 野 祐 里
三 原 久 美
(新居浜)

石 橋 友 加
平 田 宏 美
(有 明)

斉 藤
松 原
(旭

早智子
ゆかり
川)

個人
(単 )

安 藤 里 美
(奈 良)

松 原
(旭

ゆかり
川)
上 野 真 奈
(高 知)

平 尾 な み
(高 知 )

第
十
ハ

回

茨

城

|ヽナ| 宇 書IS 苫 小 牧 福   だ
男

　

　

子

個人

(複 )

立 石 健 一
城 戸 幸 信
(有 明)

本 田 秀 一
松 原   輝
(長 岡)

小 笹   優
渡 辺 秀 樹
(福 島)

!´  車南き未金、司呂
(新居浜ノ

個人
(単 )

安 騰

奈

毅

良( )

塩 見 浩 二

(新居浜)
松 岡 利 幸
(宇 部 )

ルディ・ハンジャヤ

(鈴鹿 )

女 個人

(複 )

泉   真由美
築 城 久美子
(奈 良)

三 次 真 美
柴 垣 智 美
(熊本電波)

平 田 宏
宮 木 理
(有 明

局

個人
(単 )

平 田 宏 美
(有 明)

柴 垣 智 美
(熊本電波 )

松 原
(旭

ゆかり
川)

谷 智 美
1ヨL

( )
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横 井 善 充
(新居浜 )
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市 街 地 図

④ ①

O労災病院

弓ケ浜半島

至境港

至米子高専

日 本 海

皆生温

。安部内科

「

~¬
バス停 O

L_」 ・

米子産業体育館

天満屋 O

O

公会堂

フZZZ

O

鳥大附属病院

O湊山公園

国道431号線

O 子製紙

0

。国際ホテル

米子産業体育館

至
米

子
道

ヽ

サテイー

ヌ山陰本線

米子駅～会場

距離 約 6 km

タクシー15分

1,500円程度

皆生通りより800m

(バス停 福生九区)

至
松
江

-36-

山陰。

放送

国
道
９
号
線

至岡山

O高島屋
商店街

Eコ 市役所

米
子
駅

①皆生温泉会館

②ホテルわこう

③米子シティホテル

④松月旅館

⑤ホテル松本

⑥清光園

中 海

宿舎案内

①皆生温泉会館

②ホテルわこう

③米子シティホテル



医療機関一覧表

▼

病  院  名 診  療  科 電   話 住   所 休日当直医

1 鳥取大学医学
部附属病院

総合 33-1111
〒683

米子市西町36-1

2 国立米子病院 総合 33-7111
〒683

米子市車尾1293-1

3 労災病院 総合 33-8181
〒683

米子市皆生新田1-8-1

4 博愛病院 総合 29-1100
〒683

米子市両三柳18鉤

5 高島病院
外科、整形外科、

脳神経外科、内科
32-7711

〒683

米子市西町6

6 芦立医院
脳神経外科、外科、

胃腸科
33-5125

〒683

米子市西福原370-4

7 新田外科医院 外科、内科 33-1100
〒683

米子市中島392-4

8 1H辺外科医院 外科、整形外科 33-2010
〒683

米子市道笑町4-95

9 米川医院
外科、内科、胃腸

科
29-1170

〒683

米子市両三柳880-1

10 安部内科医院
(学校医)

内科 23-2555
〒683

米子市西福原15%-17

11 永井整形外科
医院

外科、整形外科 33-8866
〒683

米子市上後藤 1-8-26

近隣の医院は 3・ 10です。

―
"一



旅  館  名 住 所 電   話

皆 生 温 泉 会 館 米子市皆生1785-10 (0859)33-3671

ホ テ ル わ こ う 米子市西福原M4-3 (()859) 33-1621

米子 シティホテル 米子市明治町181 (0859)32-8011

松  月  旅  館 米子市皆生1%9 (0859)22-2146

ホ テ ル 松 本 米子市明治町136 (0859)22-49∞

清   光   園 米子市皆生1823-5 (0859)34-3600

タクシー

JR

高速バス

航空機

米子駅案内

JTB米子支店
予約センター

米子空港

宿 舎 園ヒ

』記

交 通 案 内

皆生タクシー     833-4331  a22-3218(皆 生)
つばめタクシー    822-5103  833-1101(皆 生)
安全タクシー     822-2175
日本交通ハイヤー   822-3131  e22-5656(皆生)
日ノ丸ハイヤー    822-3231  ●22-3155(皆生)
山陰交通ハイヤー   034-9767

(註)競技会場からは皆生営業所が近いです。

ヽ口′

822-5489

833-5466

●35-0811(東  京、大阪、福岡、福山方面)
845-6123(東 京、大阪、福岡、名古屋、隠岐)

観 光 案 内

米子市観光案内所 (米子駅)●22-6317

米子市観光センター (皆生)●35-0175
米子市観光協会      ●22-7111

-38-
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米子工業高等専門学校学生課学生係

第17回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会実行委員会

〒683米子市彦名町4448   TEL(0859)24-m23

(米子産業体育館連絡先)

〒683米子市東福原1212-l  TEL(0859)35-0611

-39-



祝  第17回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

ν

美術工芸記念品
カップ,ト ロフィー,金杯 ,銅器

平 山 会 ¬

「

D型蟄
」L=

米子市米原 4丁 目5-34
TEL(0859)33-3633
FAX(0859)22-3533



祝  第17回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

日`′

37 E;r-

有限
会社

代表取締役 高 下 士 良

〒683米 子市旗ケ崎6丁目5-11
丁巨L/(0859)29-8881(代 )

FAX/(0120)475132 フリーダイヤル

ゴ

ロ

ぶ

ざ

・`  ・
・
‐́  ・
     :・ ・ ヽ

〓
　

・



祝  第17回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

ゆ
と
り
あ
３
カ
ー
う
イ
フ
ｔ

提
供
し
ま
す
。

自動車保険の日産火災

24時間事故 受付
(全国フリー ダ イヤル )

0120-232355
―ン サン ニッ サン ゴー コー

日産火災 薔:満i;肩‖(実権)



祝  第17回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

V

/ヽイビジヨン

`ま

サシヨー 〃〃′

S4贔
ly0

人と・地球が大好きです

′ヽイビジョン

21世紀を拓くサンヨーのHD技術

ハイビジョンビデオグラフ

いよいよ期待が大きくなってきた新世紀を担う鮮明画像ハイビジョン。

三洋電機では、広くその可能性を追求して、

さまざまな分野でのシステムを開発、実用化を推進しています。

例えばハイビジョンビデオグラフ。

静止画画像をディスク1枚に最大1500枚を記録。

特に美術館でのハイビジョン再現などに期待が集ま利劫 、ヽその多彩な

演出機能によってオフィスのデータベースにも最適と高い評価を受けています

また、動画の分野においてもハイビジョン液品プロジェクターや

ハイビジョンビデオデイスクプレイヤーなど、

サンヨーは21世紀の新しい映像時代に向けて、

幅広くハイビジョンのニーズにお応えしていきます。

さ期待ください。

八イビジョン画素をデジタル信号でとり込み、優れた画質を

誇ると共に、映像系と音声系が独立して、多様な演出が可能。

静止画画像ファイルシステム
HVD-1200

=洋 電 機 株 式 会 社  ●お問い合わせは AV験 本部 ′ヽイビジョン開発センター 〒574大阪府大東市三洋町l番〕号 TEL0720‐ 70‐ 6133(ダイヤルイン)
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祝  第17回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

先進の技術で街づくり国づくりに貢献する

アワムラボンフ・

誕チ讐森課罫本オ3説 ftt F〔
代表取締役社長 井  上    武

桑馨 纂 井 上 雅 文

本   社 〒530 大阪市北区梅田町1丁 目3の 1 806(341)1751代 )

米子 工場 〒683 米 了 市 夜 見 町 2700 80859(29)08001(t)
米子南工場 〒(鶏 -02鳥取県西伯部会見町円山l a0859(64)3211(代 )
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OmROn
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ヽ、おもしろし″
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ヽ y ンゝ´ヽ
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●

オムロン倉吉株式会社
代 表 取 締 役 社 長

戸 水 秀
一

〒 682倉 吉 市 巌 城 1005

｀`

＼ 、



祝  第17回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

ざ え   もん

泰
屋

四種類の味覚のハーモニー魚青//魚周//鰺//蟹

全国どこでも地方発送承ります。

吾左衛門寿し 取扱い店

■東京/渋谷東急プラザ BlF(長田茶店)

■大阪/大阪空港 (国内線2F・ レストランエアボートリヨン)

■ 山 陰 /米 吾 本 社 (米子駅 前)・ 米子駅・ 米子空港・ 足立美術館
大山平原 ゴル フクラブ・ 米子 サテ ィ

め

こめご
〒683鳥取県米子市弥生町 8-27
a(08")33-2221

平成 5年度工業標準化振興運動
○日本工業規格許可工場

C》山陰コンクリートエ業歯1
代表取締役 渡  辺   進

●営業品 目

コンクリートニ次製品製造・販売

レデーミクストコンクリー ト製造・販売

杭・矢板打ち工事一式

エクステリア関連資材販売

本社/鳥取県境港市麦垣町297
窒(0859)45-1464(代 )
FAX(0859)45-0542
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祝  第17回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会
夢のある空気を創りたい

空
気
に

美味しいとか、澄んでいるとか、言われても

釈然としなかった空気。

そんな空気のことをはつきりと意識したのは、

25メ ートルを泳き切る寸前で、

何度も何度も手が届かずに立ち上が つてしまつた時だった。

息をこらえきれない苦しさと、悔しさ。

肩での呼吸に、はじめて空気を実感した。

いま、プールは、屋外から屋内へ.

天候や季節に左右されない

理想のエアコンディションの中、

一年中子供たちのチャレンジスピリットが育まれる。

スポーツアリーナはもちろん、

熱気に満ちたコンベンションホール、

あるいは海外へのかけ橋となる空港ターミナルや、

複雑に発達する地下鉄などの交通施設。

より快適さが求められるオフィス、ホテル、デパート。

さらに広いエリアにわたって

空気をコントロールする地域冷暖房 。
‐
夢のある空気を創りたい"

新菱冷熱は、さまざまな空気を彩る

総合エンジニアリング企業です。

●新菱冷熟

V

きれい/たのしい/すごい/おもしろい/
バイオテクノロジー、染料、新素材、合成樹脂・

私たちは、暮らしで、産業で、世界で、

いろんな感動を呼ぶ化学でありたい。

感
動
ケ
ミ
カ
ル

住友化学

◆ 住友化学工業株式会社
本社 (東 京)〒 103東 京都中央区日本嬌2丁 目7番9号

本社 (大阪)〒 54,大阪市中央区北浜4丁 目5番 33号

:

機

蝠

‐警饒



祝  第17回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

S顆|ン0
電話もたずに人と。地球が大好きです

″
子
機
は
２
台
目
か
ら
別
売

●生活防水機能はJS保護等級 4防 まつ型相当です●α―LCR機能を利用するに

は必ず第二電電(DDI)への申し込みが必要です。また、日本テレコム、日本高速

通信などを利用する時は、それぞれ申し込みが必要です。●国内で使用が認めら

れているコードレス電話には、3つマークの00Cま たは 1つ マークこが必ず
表示されています。

小■カコードレスg守

“

話欄

●別売増設子組 (凛準タイプ)

●別売増設子績 (簡単タイプ)

●別売増設子機 (ポ ケツトタイプ)

T鳳′―LA7(K)  ・ 標準
“

格66 βЮ円(税別)

T鳳
「

LA7S(K)  標準価格25,αЮ円(税別)
Tコ′LA7B(K)・ ・標準価格25p∞円(欄別)
T□′LA7P(K)…  ・標準価格20 βЮ円(税別) 鳥取三洋電機株式会社

電話する。

コートろす一７
■
ノ
ロ一７

ヽ
"ノ

ⅦNⅨ3YAMAHA

式

社

株

会

鳥 取 市 扇 町 115-la(0857)23-5321代 )

(駅南第 1生命ビルlF)

PΠ ◎

The Name of the Game.

Ｎ
．ヽ
ハ

５

」

■■■ロ

米子支店 米子市角盤町1丁 目 奮 (0859)33-3578代 )
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マルワスポーツ

〒683米 子 市 紺 屋 町 15番 地

TEL(0859)22-2265(代 )
FAX(0859)22-5059

祝  第17回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

総合 技術 で未 来 を ひ ら く

」た三菱菫工

暮らしに快適さを広げる高度な技術。

様々なシーンで三菱重工の技術が求められています。
■たとえば

発電所ではたらく機械づくり
蒸気やガスなどの力を使つて

発電機を動かすタービンや

■たとえば
製鉄所ではたらく機械づくり

産業の基礎素材であり、私たちの生活に

なくてはならない鉄。

三菱重工の製品が社会を、そして

私たちの生活を支えています。

11水力を発電機の動力に生かして

電気を起こす水車など

全国の電力需要の約1/3を

私たちの製品がまかなつています。

……あなたの街が活動拠点ですo三菱重工。

三菱重工業株式会社 高砂製作所 :兵庫県高砂市荒井町新浜 2丁 目 1番 1号 TEL0794-42-2121
広島製作所 :広島県広島市西区観音新町 4丁 目6番 22号  TEL082-291-2112



祝  第17回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

●学生衣料●体育衣料・白衣

●作 業 服●ユニホーム

佐 藤 学 生 服 店

米子市日野町 8元町サンロー ド
な (0859)22-3538

FBM おかげさまで40年
OAとニューオフィス家具 有限会社福井事務機

本  店

駅前支店

米子 市旗 ヶ崎 2021-7
TEL0859(33)2421
FAX0859(35)0839
米 子 市 茶 町 65番 地
TEL0859(33)9398

″
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,そ
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′
グ'ンズ′ZてlZイし,夕´%'デ彰Fク

'

For Your Travelife
旅の積み立てプラン 月l吻司ぴ

葛島屋

●NTT

●
米
子
国
際
ホ
テ
ル

駅

"
丁EL(0859)

33-5466
FAX(0859)

34-0171
営業時間 9:30～ 17:30①～12:30(日 祝体 )

JTB米子支店
米子市東倉吉町134〒 683



祝  第17回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

総 合 建 設 業

e愛 弓 浜 建 設
〒684鳥 取 県 境 港 市 外 江 町 3031

TEL(0859)42-3079
FAX(0859)42-3067

①基盟米子清掃

管内テレビ検査一式・下水道管止水工事一式

鳥取県知事登録薦
般
鸞
設
羹貯水槽清掃業

環 境 整 備 事 業 部

米 子浄化槽 サー ビス セ ンター
産 業 廃 棄 物 収 集 運 搬

本 社/米子市灘町1丁目85容 (0859)33-18210
FAX(0859)33-1874

営業所/安来市新田1     0(0854)22-2974

V

▼

東 レ・水 無 し平版
三菱重エハイテク菊全 4色機

印刷の未来 をみつめる総 合企 業

鰈

ン(‐子「|■両三三初田93/丁巨L.0859-33-0501/FA× .0859-34-0303

悧米子総言印刷センター
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美

米

協賛企業及び事業所

子 製 紙 ∽ 米 子 工 場

ム ロ ン (槻 )

重 工 事 榊

藤 学 生 服 店

鋼 パ ン テ ッ ク 欄

友   電   設   帥

合 警 備 保 障 的

ニ  ー  稲  沢  帥

山 電 機 侶|

イ     ヘ     ン

国 電 力 船 鳥 取 支 店

ク ノ 菱 和 大 阪 支 店

人   鰈)

シ ヨナ ル マ イ ク ロモ ー タ (株)

本 た ば こ 産 業 帥

本  P M C帥

本 フ ェ ロ ー {抑

保 土 建 帥

子 高 専 振 興 協 力 会

(あいうえお順)



侑)赤  木  義  男  商  店
足 統 酒 類 問 屋 中 海 店

欄 栗

今

石

0植
0宇
(株)エ

的 大

嚇)オ

オ

(有)門

'可童

0グ
的 桑

検

船 寿

サ

笹 鹿 精 志 (米 子 製 印 )

山 陰 キ ヤ ノ ン 事 務 機 的

山陽コカ・コーラボ トリング(株)

僻)シ ダ コ ー ポ レ イ シ ョ ン

神  鋼  興  産  卸
欄 ダ   イ   ダ   ン
中 国 大 建 管 財 帥

鳥 取 ダ イ ヘ ン 卸

日海通信 工業欄 米子営業所

協賛企業及び事業所

船 日 本 ア ル ミ 米 子 出 張 所

閉 日 本 旅 行 米 子 支 店

パ ル ス 電 機 0
0八  硝  セ  ン タ ー
榊 林     薬     品
侑)原 文 タ イ プ 米 子 支 店

日 立 金 属 帥 安 来 工 場

(株)日 立 メ タル プ レシ ジ ョン

輸 平     田    組
的 広 島 三 冷 社 山 陰 営 業 所

(株)フ   イ  デ  ィ  ア
福井武(福井ドライクリーニング)

0北   斗   工   芸
北 陽 石 油 店

ホ ー ル サ ム イ ン か い け

マツダエ ンジニアリング(株)

丸  福  石  7由   帥
マ   ル   ワ   (株 )

0ユ   ニ   商   事
卸 米   子   酸   素
帥 米   子   書   店
0米 子 情 報 処 理 セ ン タ ー
の 米   子   清   掃
帥 米 子 総 合 印 刷 セ ン タ ー

米  子  中  酪  牛  乳
0米  子  報  知  機
和 光 工 業 帥

(あいうえお順 )
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祝  第17回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

V
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」″;笏ある慶il″i″『

′刀勤編への1硼7を力1(

(本社工場全景 )

工作機械・建築金物・繊維機械・各種専用機

〆
‐
ヽ
OTR
▼
大 鳥 機 二 株 式 會 祗

ryffiirnE iE 4 i+t t^
本社・工場 鳥 取 市 南 栄 町 19 TEL(0859)53-4611
営 業 店 大阪・東京・横浜 。名古屋・広島・福岡・高松・前橋・仙台

眠´

ｔ針
駐

,鶴

鰹
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REシ リーズは、勝つための要素をあらゆる角度から徹底的に分析して開発された、独自の高反発機

能「ツイン・リパルシプ・システム」を採用。さらに「バランス・システム」によリプレースタイルで選べる

理想のパドミントンラケットです。Twin Rep● lsive System101フープ偏平率44%の厚ラ

ケ構造フラットフレーム、0そしてしなやかなしなりを生みだすφ7.6mmシャフト

の相乗効果によって反発力が飛躍的に向上。抜群のスピード感と高精

度のコントロール性能を実現しています。Balance System O技

巧派にはトップライトモデル、そして攻撃的なプレーヤーに

はヘッドが効いたモデルの2タイプを用意しました。

し

の

トップライト設計の

技巧派向けラケッL

E270o
XRA410¥18メXX)(フレームのみ.カレラケットケース付)
●サイズ :XSし l.2 uSL2.3 0素 材 :カーボンコンポジット
●フェース面積 :34αゴ ●カラー :バープル (PU)

ヘッドスピード重視の

攻撃派向けラケット。

E280□
XRA411 ¥18′000(フレームのみフルラケフトケース●)
●サィズ :XSLl、 2 uSL2、 3 o素 材 :カーボンコンポジント
●フェース面積 :34α, 0カラー :ワイン(WN)

「

~・
¬

ヽ堕」

¬
¬

てみないと
'93年、プリヂストンのバ ドミントス

゛

」

ヽヽ

で

耐久性とトータル性能を

徹底追求した専用シューズ。

“

larЛaREFJせ

"XSH301 ¥8′ 800(MEVS・ LADIESつ
●素材:ソール・耐久ラバー(A028/i(XX)
アッパー・メンシュ+合成皮革

+ヌ ′` ノク調合成皮革

トウガード・耐摩耗特殊合成皮革

0サイズ:225-28 0cm

開発テーマは、多機能性・快適性・耐久性

の徹底。Up"rOIス トラップ機能を持つ新パタ

―ン設計により、足首のホールド性が大きく向上。また、

つま先から内備サイドに耐摩耗特殊合成皮革を使用し、

摩耗を徹底ガードしまt Mid Sole(D衝撃吸収性に優れた

超低反発発泡ゴムZDELの採用で、足首、膝、腰への負担を軽

減。キックフォース・システムによってメッシュカを約6%アップさせま

した。Out SoleO素材は耐久ラバーAb28/1(�)。 トレッド′|夕_
ンの突起に10度の角度を持たせた0.R ANGLEでストップ性能を

為

アップ。特に衝撃の漱しい部分には、リング状のパターンを採用しています。

-J4Jif'TfJai|r".'lfitAil 7:t**S Trorrqs+ftEEilErilarrr.5 rEL(03)32s7-{rx, rld*orfur.


